
絵本と食育「はらぺこあおむし」

「絵本あり」・「食あり」・「音楽♪あり」のお話サークルです。
絵本をきっかけに子どもからお年寄りまで、食べることを楽しみ、絵本で癒され、心温まって欲しいという思いから、

平成21年７月に結成しました。管理栄養士の有資格者や子育て中の仲間が集まって活動しています。

■ 名称 絵本と食育「はらぺこあおむし」
■ 所在地 鳥取県倉吉市
■ 代表者名 衣笠 優子
■ 携帯電話 090－7895－5946

団体の概要
絵本と食育「はらぺこあおむし」

■ E‐mail kinuyou70@gmail.com
■ HPアドレス http://blog.zige.jp/harapekoaomushi/

食育活動の概要

機

鳥取県

活動の動機・目的

最近の食生活の特徴として、①偏食の増加 ②孤食化の家族 ③食の安全性への疑問、
などがあり、私の住んでいる所もその傾向になりつつあると危機感を感じていました。こ
の現状の中、健康で豊かな心と体を持ち、心のこもった食卓で日々生活することは、とて
も大切なことだと思っています。
身近な絵本を使い、食について考えるきっかけ作りや、絵本の食材に出会える「海や山

の幸」が豊富なここ鳥取県中部の恵まれた自然環境における食べ物のありがたさを次世代

活動の概要

の幸」が豊富なここ鳥取県中部の恵まれた自然環境における食べ物のありがたさを次世代
の子ども達に伝えたいと思っています。

絵本の読み聞かせを中心にしながら食育を取り入れ、
絵本に出てくる食べ物を使った体験型の食育を鳥取県中
部を中心に行っています部を中心に行っています。

活動は保育園が多いですが、リハビリセンターなどの
生活習慣病予防をテーマにした高齢者対象の食育教室で
も、絵本を使ってわかりやすく読み聞かせをしています。
「子どものための食育教室」の内容は、①絵本の読み

聞かせ ②食を中心にした手遊び ③食育エプロンを使
った遊び ④食育工作 ⑤絵本に出てくる野菜や果物を
使 たおやつの試食などを 約１時間で行 ています 身近な絵本を使い 食べることに使ったおやつの試食などを、約１時間で行っています。身近な絵本を使い、食べることに
ついて考えるきっかけや、野菜なども「食べてみたいなぁ」と思わせるように工夫してい
ます。難しく「食育」を考えるのではなく、遊びを通して楽しく「食」について理解して
もらえればと思っています。
平成２２年度は２２回実施し、各会場の参加者は２０名から６０名となっています。



食育と絵本「はらぺこあおむし」

これまでの成果

参加者の方から 「今日は野菜のお話を聞きました さっそく野菜がたくさん入った野菜参加者の方から、「今日は野菜のお話を聞きました。さっそく野菜がたくさん入った野菜
カレーを家でも作ってみたいです。」「豆嫌いです。絵本「そらまめくんのベッド」をきっ
かけに豆に再挑戦！してみようと思った。」などの声を聞かせていただいています。
絵本からとび出した食材やお菓子は忘れられないようで、その絵本をめくるたびに思い出

しているようです。
「ありがとう。また、来てねぇ」の声や喜ぶ顔を見るのが楽しみです。

今後の構想

子ども達や参加者の方々の心にしっかりと届く絵本の読み聞かせを目指します。そして絵
本の世界で遊び、食に関する疑似体験をすることで、さらに「食べたいな～」と思ったり、
みんなが笑顔で、心豊かな生活を送ることができるような活動を行いたいと考えています。
また、ひとりでも多くの方に私たちの活動を知っていただき、絵本や食に興味や関心があ

る方など、この活動に賛同していただける方をさらに増やして、活動の幅をひろげて行きた

倉吉市立山守保育園での活動の様子（平成23年7月28日）

、 活動 賛同 増 、活動 幅 行
いと思っています。

倉吉市立山守保育園で「子どものための食育教室」を開催しました。
今回のテーマは「おやつにも野菜を！」です。今回 テ マは おや にも野菜を 」です。
絵本をきっかけに野菜を食べてみたいなぁ～と思ってくれたかな？

顔をつけ
ているの
は、野菜
にも命が
あること
を伝える
ためです。

この日のメニューは、
キャロット牛乳かんのフルーツ添え♫

ためです。

平成21年度から、絵本と食育「はらぺこあお
むし」の方に来てもらっており、子ども達は、
来てくれる日を楽しみにま ています 食べ

園庭には稲が植えられています。

代表者の思い

現在子育て中（5人の母）で「絵本と食育」のボランティア活動をしています

来てくれる日を楽しみにまっています。食べ
るだけではなく、絵本を見ながら「食」への
関心を引き出してくれています。

（by 山守保育園副園長）

楽しかった！
また、来てねぇ～！！

現在子育て中（5人の母）で「絵本と食育」のボランティア活動をしています。
「一家団欒での楽しい食卓」は、私の母としての食に対する考え方の原点でもあり

ます。ただお腹がいっぱいになればいい！だけでなく、次世代の子ども達に伝えなく
てはならない「食」がたくさんあると思っています。

育児の悩みや日ごろの思いを、いっしょに語り合いながら、多くのみなさんと出会
うことができれば幸せです。

代表 衣笠さん(写真右)


